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立正大学短期大学部社会福祉科における
　　　　　　　　　ゼミ論文について＊
山ロゼ’ミを例として
山　口　雅　功＊＊
1　はじめに
　立正大学短期大学部は，1950（昭和25）年の開学以来長い歴史をたどってきている。その
間，何回かの変革期を迎え，1983（昭和58）年から続いてきた昼夜開校の3学科体制（社会福
祉科・商経科・幼児教育科）も本年（1997年）3月の社会福祉科と幼児教育科の卒業生で終わ
り，現在は商経科のみの単科短大となっている。すなわち，社会福祉科は，1983年4月掛入学
し85年3月に卒業した第1期生以来，97年卒の第13期生で終わることになる。また，商経科の
みの立正短大も，立正大学学園の改組転換のために，本年度入学した学生の卒業をもって廃止
となることになっている。そこで，社会福祉科の最後の学生を送り出した今日，社会福祉科に
おけるゼミナール指導について，筆者のゼミナールを例としてまとめ，次の社会福祉学部社会
福祉学科での指導へのステップにしたい。
　本学では，通常の講義・演習科目とは別に，ゼミナール制をとって短大2年間の指導を行っ
てきた。このゼミナール制は，1985（昭和60）年度から設置されたもので，それまでは，コマ
枠のないクラス制として存在していたものが，この年からゼミナール制となり，時間割に表示
されるようになったものである。科目の名称は，3科とも1年次生に「ゼミナール1」，2年次
生に「ゼミナール皿」（1986年から開講）となった。両者とも，当初はホームルーム的色彩の強
いものであったが，ホームルーム的色彩のゼミナールには，教員個人によって賛否それぞれで
あったと思われる。
　社会福祉科では，当初から研究的なゼミナールの必要性が叫ばれていたが，厚生省による社
会福祉士国家試験の制定に伴い，社会福祉科でも社会福祉士受験資格取得を導入することにな
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り，1988（昭和63）年度からカリキュラムの大幅な変更が行われた。ゼミナールについては，
従来の1年次生の「ゼミナール1」を「基礎ゼミ」（88年度から）と改称し，2年次生の「ゼミ
ナールH」を「専門ゼミ」と「社会福祉援助技術演習」（両者とも89年度から）ωとに改称し
た。このうち，「社会福祉援助技術演習」は，社会福祉士受験資格取得のために必要な「社会福
祉援助技術現場実習」との関係で実習指導主体のゼミナールとなってはいるが，これら新しい
3科目とも何等かの研究が取り入れられたゼミナールとなったと聞き及んでいる。そのため
に，これらのゼミナールによる成果として，短期大学部社会福祉科として刊行された印刷物に
は，まず最初．に「社会福祉援助技術演習」の成果として1989年度から刊行されているrソー
シャルワーカーへの道　実習報告書』（2）があり，次いで，「専門ゼミ」の研究成果として1992年
度から刊行されているr立正大学短期大学部社会福祉科専門ゼミナール論集』（3）がある。「基礎
ゼミ」についての社会福祉科としての刊行物はないが，筆者のゼミで作成しているような印刷
物が，個々のゼミによってプリントされている印刷物は見受けられる。そこで，これらゼミ
ナール活動について，筆者のゼミを例にして検討したい。
H　ゼミナール活動について
　1　ゼミ活動とは
　ゼミナールに対する’筆者の考えは，少数の学生が集まって，教員の指導・助言のもとに何ら
かの問題を研究し，発表や討論を行い，その成果を出すものと思う。そのためには，各種の運
営形態があろうが，時間馬上の正課でのゼミナールや，放課後や休暇中の課外時間を使っての
サブゼミを通して上記の研究・発表・討論等を行うものと考える。とくに運営形態としては，
①教員が一定の総合テーマを掲げ，そのテーマに沿うように研究する，②ゼミとしてのテーマ
はなく，学生各自が主体的にテーマを選定し研究する，③教員の掲げたテーマのもとにゼミの
構成員全員が団結して研究活動を行う，などと各種の方法があろう。どの形態をとろうとも，
これら各種の運営方法により，学生各自が一定のテーマのもとに研究することは，その過程で
物事に対する考え方や，人間形成の発達がなされるものと考えられる。
　しかしながら，研究活動を自己中心ですすめたり，友人の発表を聞き，それに対する批評や
質問する習慣が形成されないと，人間的な発達は阻害されるであろう。筆者のゼミナール運営
にあたっては，之の点にも重視したつもりであるが，一部の学生諸君のなかには，この傾向に
入ったものが見られ，指導力の不足を痛感した年もあった。また，立正大学短期大学部の場
合，ゼミナールをホームルーム的に活用したゼミもあったと聞き及んでいるが，正課として存
在す為以上，ホ7ムル「ムであってはならないものと考える。
　2　ゼミ運営におけるゼミ論文の指導
　筆者は，1985（昭和60）年度から「ゼミナール1」を，1986年度から「ゼミナールH」を担
当し，カリキュラムの改正された1988（昭和63）年度から「基礎ゼミ」を，翌年の1989（平成
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元）年度から「専門ゼミ」を担当してきた。「ゼミナール1」を担当した当初から，ゼミ運営は
研究活動をすることによって勉学し，人間形成を図ることを目的としてきたが，始めの何年か
は試行錯誤の時期と言ってよいゼミ運営であった。ゼミの学生には，担当した当初から研究
テーマを掲げてもらい，そのテーマに対する発表・討論でゼミを運営してきたが，その成果は
印刷物として作成できるものではなかったのが現状であったと思う。しかしながら，年度を重
ねるに連れ，筆者のゼミ運営に対する経験と知識が増加したためか，自画自賛ながらそれなり
に満足いく成果が得られるようになり，印刷物の作成へと移行できた。この間，社会福祉科で
は1ゼミあたりの学生数が20数名ときには30名と多いことから，専門科目の必修から選択（選
択必修でない単なる選択）へと移行させることが何回か問題となったが，単なる選択制は導：入
しないで，全員に何らかのゼミに所属させて社会福祉科の最後まで継続されてきた。
　筆者のゼミに所属する学生には，研究テーマとして広義の社会福祉に関する問題を与え，研
究活動を行ってもらった。筆者にとって社会福祉はまったくの専門外であったが，1984（昭和
59）年以降に実施された2週間実習である「社会福祉実習」の実習先を訪問することによっ
て，筆者なりの社会福祉への取組みが出来るようになった。現在となると，情報は古くなって
いくばかりであるが，この間に熊谷周辺の施設のみならず，首都圏の著名な施設や，遠くは福
島県や長野県・静岡県等の施設にも訪れる機会も得られ，この時の筆者なりの見学や勉強が，
ゼミ指導に役立てられた。
　社会福祉科のゼミナールにおいて総合テーマを掲げるようになったのは，1988（昭和63）年
度のカリキュラム改定からで，この時，社会福祉科では全員がそれぞれのゼミのテーマを掲げ
るようになり，筆者も「基礎ゼミ」および「専門ゼミ」にそれぞれのテーマを掲げた。すなわ
ち，「基礎ゼミ」では，1988（昭和63）年度に「社会福祉施設の立地について」，！989（平成
元）年度から94年度までの6年間は「社会福祉施設の立地論的考察」，95年度は「福祉を考える
一社会福祉施設の立地論的考察一」で，各年ともに施設立地論の立場をとってきた。一方，「専
門ゼミ」では，1989年度から93年度は「いかに生きるか」，94年度は「共に生きるには」，95年
度および96年度は「共に生きるには一生きがい一」と，広義の社会福祉に通じる「生きがい」
が総合テーマであった。
　これら，研究テーマ選定に当たっては，専門外の筆者が学生に対応出来ることを念頭におい
て選んだものである。筆者は研究対象は異なっていても，その方法論は異ならない，研究論文
の考え方やまとめ方は指導出来るという思いがあった。「専門ゼミ」においては広義の社会福
祉がテーマであるため遜色ないが，「基礎ゼミ」においてはそれなりに考えて立地論ωを選ん
だ。しかしながら，ゼミに総合テーマを掲げて活動する過程で，自由にやりたいという学生の
声に押されて結局のところ，テーマは名目のみの感じとなっていったのが毎年のことであっ
た。筆者も，それで良かったと思っている。
　ゼミナ＿ルの運営について，毎年のゼミ運営を最近数年の流れで時系列的に延べると，学年
と年によっては若干異なるが以下のようになる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一133一
立正大学短期大学部社会福祉科におけるゼミ論文について（山口）
　4月……………研究テーマの設定（個人あるいは共同）と1回目発表
　5月～7月……2回目および3回目発表・討論（レジュメ配布）
　6月……………ゼミ論文提出概要発表（筆者が学生に対し，中間報告書の提出を発表。その
　　　　　　　　内容は，B5判400字詰め横書き原稿用紙で50枚前後，図表は別）
　7月～9月……夏休みの休暇を使って，学生は上記論文を作成
　9月中旬………主として1年次生（夏季休暇最後の週に合宿，中間報告書の提出とその概要
　　　　　　　発表，レジュメ配布，大学祭参加への取り纏め）
　　　　　　　　2年次生（夏季休暇開けの最初の授業で中間報告書提出）
　9月～11月……1年次生は大学祭へ向けての4回目発表と討論，大学祭終了後の5回目発表
　　　　　　　　は最終報告へ向けての発表
　　　　　　　　2年次生は4回目発表と討論，5回目発表（最終報告）
　11月初旬………大学祭参加（1年次生は中間報告書を印刷・配布）
　12月中旬………ゼミ論文（B5判400字詰め横書き原稿用紙で50枚前後，図表は別）と論文概
　　　　　　　　要提出（指定用紙を使い，1年次生は400字に換算して15枚，2年次生は400
　　　　　　　　字に換算して18枚と6枚との2種類）
　1月……………ゼミ単独の論文集印刷・発行（1年次生，2年次生ともに）
　3月……………2年次生はr立正大学短期大学部社会福祉科専門ゼミナール論集』発行
　3　ゼミ単独印刷物の変化
　筆者のゼミにおいては，ここ数年にわたって研究報告書（中間報告および最終報告）を印刷
物として作成している。最初の印刷物（5）は，1989年度に入学した1年次生のもので，大学祭（秋
桜祭）において個人研究の結果を関連するグループに編集しなおして報告したものである。そ
の内容は五つの章からなり，第1章の「地域福祉」（編集者，以下同様，源内均・渋谷玲子・藤
田陽子・岩井由美子），第2章の「老人福祉」（野沢弘・荒井賢一・菅原秀樹・小宮山智一・内
田利恵・中島由紀子），第3章の「母子家庭」（内田敬明・新崎あゆみ・野中和代），第4章の
「養護施設」（佐藤和泉・広瀬圭・山崎弘美），第5章の「障害者」（佐藤弘信・中川薫・星野真
・内田美智代・畠中敬子・小井戸悦子・栗田真澄・妹尾綾絵）の構成になっている。
　次いで，翌年の1990年度に，当時の2年次生のゼミ研究論文の概要をrゼミ論文概要集』（6）と
して印刷している。この時のゼミ生は総計33名で，このうち昨年度から継続したゼミ生は僅か
11名で，残りの24名は新しく入ってきたゼミ生であるため，当初はゼミ運営に途惑いがあった
ようである。しかしながら全員がゼミ論を提出し，それの概要原稿を提出した。筆者のゼミに
おいて，この印刷物がゼミ論文集印刷物への準備段階の年となる。この年の1年次生は，研究
活動は行っていたが，大学祭への参加（研究発表）や印刷物の作成は出来なかった。これは，
学生がH下生であったことから，筆者が躇躇したことによる。このときのH部1年生は，翌年
の「専門ゼミ」では，ゼミ論文集を出航させるr山口ゼミ論文集』の第1号を完成させてい
る。
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　1991（平成3）年度は，「専門ゼミ」・「基礎ゼミ」ともにゼミ論文集を印刷した年であり，
以後毎年両ゼミともに継続的にゼミ論文集を印刷している。なかでも，1995（平成7）年度
は，二つの「専門ゼミ」（1部およびH部）と，一つの「基礎ゼミ」を担当したため，筆者も大
変であったが，学生はそれぞれ頑張ってくれた。90年度以降に筆者の「専門ゼミ」に所属した
学生とそれぞれの研究テーマは表一1のとおりであり，「基礎ゼミ」に所属した学生とそれぞ
れの研究テーマは表一2に示すとおりである。これら学生諸君の研究成果はそれぞれ当該年度
のゼミ論文集⑦に掲載されている。これらの研究テーマを見ると，「専門ゼミ」の学生は，総合
テーマが広義の社会福祉ととれるテーマであるため，幅広い内容が網羅されており，筆者にも
大いに参考になる研究成果が得られた。また，「基礎ゼミ」の学生からは，社会福祉の分野に関
する研究成果が提供され，これも筆者にとって有益なものであった。
　また，この間の1991年度から96年度にかけては，短期大学部の大学祭（秋桜祭）において，
研究の中間報告を発表している。研究の中間報告の発表方法は，展示と印刷物⑧の配布という
形態で，1年次生は毎年行っている。2年次生の大学祭においての発表は，就職試験との関係
で実施出来ないでいたが，一昨年および昨年と実施出来た。大学祭の場を借りて，曲がりなり
にも展示することは，見る人が少ないながらも展示する以上はそれなりに調べ，まとめなけれ
ばならない。本人にとって成果があったようである。
　上述してきた筆者の短期大学部社会福祉科でのゼミ運営は，筆者が商経科に移籍した現在
も，六経科でのゼミナールおよび非常勤としての社会福祉学部社会福祉学科での教養基礎演習
でも継続されている。この間，昨年度は商経科および社会福祉学科の両ゼミともに，大学祭で
中間報告を行い，年度末にはゼミ独自の論文集を作成してきた（9）。
皿　おわりに
　ゼミナールの活動について筆者のゼミを例にとり述べてきた。筆者のゼミでは，研究活動を
通して，科学的な物事に対する考え方・見方や，人間形成を図ってきたつもりである。また，
他人の前で発表し，レジュメを作成し，他人の話を聞き，討論に加わるという重要さを示した
つもりであるが，思うようにいかない年が多かった。いかに，プレゼンテーション技法を教え
るかが重要である。2年間で社会へ出ていく学生諸君にとって最後の勉学の機会である短大時
代を，意義あるものにと思いながらゼミを運営してきた。それなりの成果は，ゼミ論文集とし
て印刷され，残されている。
　論文作成の過程で，研究課題の設定の仕方，研究目的や研究方法の考え方，文献や各種資料
の所在ならびに収集の仕方，文献や資料の引用の方法，実態調査やアンケート調査の方法等，
おりに触れて教えてきたが，統一的に伝授出来なかった面がある。学生各自は，自分なりに書
いてはいるが，課題の設定・目的・方法・内容のまとめ方・文献引用法等に未熟さが多々あっ
た。これらは今後の課題としたい。
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　最後に，これらのゼミ活動にあたり，学生諸君の研究に多くの教示をいただいた先生方およ
び資料収集や現地調査に便宜をはかっていただいた施設の皆様方関係各位に御礼申し上げま
す。
注
（1）従来の「ゼミナール1」と「ゼミナニル田とは，持ち上がり制であったが，1年次生の「基礎ゼ
　ミ」から2年次生の「専門ゼミ」および「社会福祉援助技術演習」へは，実習を選択するかしないかに
　よってゼミが分かれることになり，「専門ゼミ」を選択する学生は教員も希望出来ることになった．
（2）　「社会福祉援助技術演習」履修者による『ソーシャルワーカーへの道　実習報告書』は，これまでに
　8号まで刊行されている。1990年3月目平成元年度）に刊行された創刊号には92人の報告が掲載され，
　9！年の第2号には139人，92年の第3号には102人，93年の第4号には！36人，94年の第5号には162人，
　95年の第6号には160人，96年の第7号には144人，97年の第8号には166人の報告が掲載されている。
（3）　「専門ゼミ」履修者による『立正大学短期大学部社会福祉科専門ゼミナール論集』は，大半が個人の
　研究であるが，一部に共同研究による成果が掲載されている。1993年3月の創刊号がr立正大学短期
　大学部社会福祉科1992年度専門ゼミナール論集』（363ページ）の名称で刊行され，これには161編の原
　稿が掲載されている。以後，1994年3月の第2号以降『立正大学短期大学部社会福祉科専門ゼミナー
　ル論集　1993年度版』（311ページ）と若干であるが名称が変更され，129編の原稿が，同様に，1995年
　の第3号では307ページで135編の原稿が，1996年置第4号では321ページで142編の原稿が，1997年の
　第5号では247ページで184編の原稿が掲載されている。筆者のゼミ生以外の研究テーマについては，
　これらのr専門ゼミナール論集』で参照されたい。
（4）立地論を選んだのは，筆者が地理学を専攻したことによる。しかしながら，社会福祉とは異質であ
　るが，筆者が大学時代のとくに複数のゼミナールにて学んだことは，経済立地論と経済学者のリカル
　ドに関する問題であった、このような背景があるので，対象は異なっても指導できると思い，毎年同
　じ課題に取り組んできたが，グループ化を図るという点で例年挫折してきたのが現状であり，結局の
　ところ個人研究になってしまったが，それなりに個性の出た研究がみられた。なお，2年次生につい
　ては，当初から個人研究として運営してきた。「生きがい」というテーマのもとで様々な研究が見ら
　れ，その内容も充実していた。
（5）立正短大社会福祉科一年山ロゼミ（1989）：『研究発表』，41p．プリント。
（6）立正大学短期大学部社会福祉科2年山脚ゼミ（199！）：r山ロゼミナール論文概要集』44p．プリン
　ト。
（7）1991年度より印刷された「専門ゼミ」の論文集は，下記のとおりである。
　①　立正大学短期大学部社会福祉科H部2年山口（専門）ゼミ（1992）：r1991年度ゼミ論文要旨集』
　　50p．プリント。
　②　立正大学短期大学部社会福祉科2年山口（専門）ゼミ（1993）：r1992年度山口・ぜミ（専門ゼミ）
　　論文集一いかに生きるか一』，135p．プリント。
　③立正大学短期大学部社会福祉科2年山口（専門）ゼミ（1994）：r1993年度山ロゼミ（専門・ぜミ）
　　論文集一いかに生きるか（2）一』，93p．プリント。
　④立正大学短期大学部社会福祉科1部2年山口（専門）ゼミ（1995）：『1994年度山ロゼミ（専門ゼ
　　ミC）論文集一共に生きるには一』，105p．プリント。
　⑤立正大学短期大学部社会福祉科1部2年山口（専門）ゼミ（1996）：『1995年度山ロゼミ（専門ゼ
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　ミD）論文集　共に生きるには一生きがい一』，116p．プリント。
⑥立正大学短期大学部社会福祉科H部2年山口（専門）ゼミ（1996）
　ミA）論文集　共に生きるには一生きがい一』，86p，プリント。
⑦　立正大学短期大学部社会福祉科1部2年山口（専門）ゼミ（！997）
　ミA）論文隠隠に生きるには一生きがい一（2）』，109p．プリント。
　　また，「基礎ゼミ」の論文集は，下記のとおりである。
①立正大学短期大学部社会福祉科1年山口（基礎）ゼミ（1992）：
　プリント。
②立正大学短期大学部社会福祉科！年山口（基礎）ゼミ（1993）：『1992年度山ロゼミ
　論文集一福祉へのアプ一一チー』，103p．プリント。
③立正大学短期大学部社会福祉科1年山口（基礎）ゼミ（1994）：r1993年度山ロゼミ
　論文集一社会福祉を考える一』，112p，プリント。
④　立正大学短期大学部社会福祉科1年山口（基礎）ゼミ（1995）
　A）論文集一福祉に関する一考察一』，95p．プリント。
⑤立正大学短期大学部社会福祉科1年山口（基礎）ゼミ（1996）：
　G）論文集一福祉を考える一』，118p．プリント。
r1995年度山ロゼミ（専門ゼ
r1996年度山ロゼミ（専門ゼ
『1991年度研究報告集』，109p．
（基礎ゼミ）
（基礎ゼミ）
『1994年度山ロゼミ（基礎ゼミ
『1995年度山ロゼミ（基礎ゼミ
⑧　大学祭のために印刷した研究中間報告は，以下のとおりである。このうち，1年次生の報告は，個人
　研究をグループ研究に組み直して発表している。
　①　立正大学短期大学部社会福祉科1年山口基礎ゼミ（1991）：r1991年度研究成果報告』，30p．プ
　　リント。
　②　立正大学短期大学部社会福祉科1年山口基礎ゼミ（1992）：r1992年度研究成果概要一秋桜祭発
　　三一』，30p．プリント。
　③　立正大学短期大学部社会福祉科1部1年山口基礎ゼミ（1993）：r1993年度秋桜祭参加　山ロゼ
　　ミ研究報告』，28p，プリント。
　④　立正大学短期大学部社会福祉科H部1年山口基礎ゼミ（1994）：r1994年度秋桜祭参加　山ロゼ
　　ミ研究報告』，32p．プリント。
　⑤　立正大学短期大学部社会福祉科1部1年基礎ゼミG（1995）：r山ロゼミ研究報告　1995年度秋
　　桜祭参加』，41p，プリント。
　⑥　立正大学短期大学部社会福祉科1部2年専門ゼミD（1995）：r山口専門ゼミ研究報告一95年度
　　個人研究中間報告』，59p．プリント。　　　　6
　⑦立正大学短期大学部社会福祉科1部2年専門ゼミA（1996）：r山口専門ゼミ研究報告一96年度
　　秋桜祭参加・個人研究中間報告一』，38p．プリント。
（9）商経科および社会福祉学部社会福祉学科でのゼミにおける印刷物は，下記のとおりである。
　①　立正大学短期大学部商経科1部1年ゼミナール1－1（1996）：r山ロゼミ研究中間報告一96年
　　度秋桜祭参加一』，43p．プリント。
　②　立正大学社会福祉学部社会福祉学科1年教養基礎演習M－G（1996）：『山ロゼミ研究中間報告
　　一1996年度星霜祭・秋桜祭参加一』，50p．プリント。
　③　立正大学短期大学部引書科1年壮丁ゼミ（ゼミナール1－1）（1997）：『1996年度山ロゼミ論文
　　集一人類活動と環境問題を考える一』，105p，プリント。
　④立正大学社会福祉学部社会福祉学科山ロゼミ（教養基礎演習M－G）（1997）：『1996年度ゼミ
　　（基礎演習M－G）論文集一福祉への基礎的アプローチー』，115p．プリント。
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表一1　専門ゼミにおけるゼミ論の研究テーマー覧
　　（山ロゼミ論文集の印刷物がある年度分）
学生名 研　究　テ マ 学生名 研　究　テ マ
　　　　　　1990年度1部生
大井　郁絵　子供と遊び（発達との関係）について
佐野　千恵　児童心理について
内田美智代　今後の老人福祉について
笹原明日香子どもの発達について
中島由紀子　これからの人生
佐藤　真美　集団について
高橋真由美　高齢化社会と老人問題
畠中　敬子　痴呆性と介護の仕方
井上喜代美　高齢化時代の住まい造りについて
広瀬　　圭　施設と一般企業の違い
小曽根章江　現代社会と心の病気
渋谷　玲子　子供の発達と教育
山崎　弘美　21世紀の障害者福祉
永藤亜由美　学校ぎらいの子供
　　　　　　　一登校拒否児について一
藤田　陽子　高齢化社会の構造
鈴木　美保　人間と動物の共存について
千葉左知子　ストレス
外山　和美　地域と社会福祉施設について
間庭　淑子　ダウン症について
多田　智美　家庭と教育
細川　久美　労働者の余暇利用に対する意識と活動
佐藤美穂子　方言について
和田恵美子　現在の養護老人ホームにおける処遇と
　　　　　　　地域の中で果たす役割
篠原　伸恵　　「老人福祉」～痴呆老人について～
高橋真由美　ゴミ問題と環境問題の今後の行方
忌門　桂子　大航海時代
清水　和子　障害を持った人々の生活
義血院実香　T．E．ロレンスの生涯
関川　正子　レジャー産業界
野沢　　弘　社会福祉施設および社会福祉職員の現
　　　　　　状
佐藤　弘信　モーターサイクルのかかえる問題
中川　　薫　麻薬の恐ろしさ
星野　　真　生命・宇宙の謎と神の存在について
石井　善考
斉藤　幸子
三好　秀子
松井マリ子
柳沢　厚子
比留間　隆
水沢　靖幸
茂木　当市
根岸　由美
狩野　寛之
松嶋　博文
1991年度H三生
老人の臨床
私の体験記～障害者に関して～
尊厳死一自己の意見を伝える一
老人福祉を学ぶために
高齢化社会と福祉
道
寝たきり老人と在宅介護
老後の豊かさについて考える
人はなぜ気が狂うのか？
食の近代化が長寿村を崩壊させた！
哲学の歴史を見直すにあたって
「哲学と宗教」
脳死について
精神病院について
高齢の人の生活処方
宇宙の空間的広がりについて
関口　麻子
丹　　洋子
本間　真理
大和田明美
飯島　敏子
　　　　　　1992年度1部生
佐々木友里江　リサイクル活動
坂本真由美　食品加工技術のなかの最：新技術
　　　　　　　～放射線照射～
上原　由美　森林破壊
吉田　利恵　子供をとりまくもの
植竹　和美　働く女性の子育て
堀越　千加　現代日本における人間関係
高荷　紀子　ライフサイクル
　　　　　　　～女性を中心として～
原田　るみ　子手話と聴覚障害児教育
志田　千征　過労死
斉藤　翌秋　女の生き方
清水　京子　身体障害者スポーツ
米倉　和代　運動と寿命～高年老と運動～
中尾　崇子　社会と人間
　　　　　　　～ホームレスの実態を通して～
有賀　七海　生涯学習時代の到来
藤本みづき　子どもの遊びの現状
近藤　弘美　現代の女性像とその原点の女性
　　　　　　　～平安時代の女性と現代の女性～
木下　朱美　南アフリカのアパルトヘイトへの道
伊藤　晃子　セクシャル・ハラスメント
　　　　　　　～日本での現状～
滝沢めぐみ　現代社会における人間と酒
鈴木　紀子　生活保護法につて
吉田　美穂　環境と人間
長谷川芳美　外国人労働者の現状と今後の課題
木田久美子　豊かな老後のために
　　　　　　　～高齢化社会に向けての福祉対策～
栗原まゆみ　命の選択～前向きな考え～
松木　千津　青年期の心理
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学生名 研　究　テ マ 学生名 研　究　テ マ
　　　　　　　～いかに敏感で複雑であるか～
田川　千夏　高齢者と自殺
鈴木　千枝　現代病を通して現代社会を考える
　　　　　　1993年度1部生
児池　亮子　人間の人格・無意識とは
相原　優子　食生活と病気
島野　由香　現代を生きる子ども
　　　　　　　～子どもをとりまく環境の変化～
榎本　晃子　人間の誕生から死まで～人生とは～
菅　　良子　地球環境問題
　　　　　　　～オゾン層破壊について～
鈴木奈美架　在宅福祉サービス・在宅介護の
　　　　　　　必要性について
松下　真子　女の人生～女性史の変化～
浅見　朋美　いじめと登校拒否の実態について
今井美恵子　障害児教育
　　　　　　　～養護学校学童保育の現状と課題～
若林　美輪　日本の福祉を見直す～障害者が
　　　　　　　安心して住める街をつくるために～
新井　陽子　川口市における高齢化社会対策
　　　　　　　及び老人福祉
三田麻理子　子供と環境一子どもの育つ家庭環境が
　　　　　　子どもに与える影響一
猪鼻　佳恵　いかに自然と共に生きるか
　　　　　　　～エコロジー商品とリサイクル～
宮前　貴恵　増えつつある「ひとり親家庭」
杉本　和子　青少年期における自殺についての考察
　　　　　　　～その原因と環境～
塚田　恵子　学校～これからの子どもためのため
　　　　　　　に～
徳永　陽子　日本のターミナル・ケア
　　　　　　　～ホスピスについて～
鬼山由美子　いかに生きがいが大切か
並木　広江　森が消える時
久保田陽子　スコット・フィッツジェラルドの研究
　　　　　　　～人と作品～
　　　　　　1994年度1部生
小林　久恵　入浴サービスの実態～熊谷周辺～
中村　章一　障害者用自動車を運転するまで
岩崎　優子　身体障害者手帳の利用について
　　　　　　　～埼玉県の場合～
志田　　彰　安らかな最期を迎える為に
高橋　直子　福祉行政と特別養護老人ホーム
　　　　　　　～高齢者福祉～
内藤　恵子　自然環境
　　　　　　　～人間と自然のかかわり合い～
牛山　美保　社会保障について
倉持　早苗　離婚を考える
吉川　順子　障害者の自立について
　　　　　　　～人にやさしい街づくり～
齋藤　　　　他人事でない自分の事
　　　　　　　～結婚・子育て～
高橋登志枝　痴呆について～その原因と
　　　　　　　介護のしかたを考える～
林かほる障害児教育について考える
吉川美智子　健康と生活のかかわり
藤田恵美子　豊かな老人社会への対応策
塚田久美子　超高齢化社会に向って
　　　　　　　～豊かな老人福祉を築くために～
山本みゆき　障害者について詳しく知る
　　　　　　　～障害者の世界（リハビリ）～
宮内　玲奈　養護施設のあり方
小田　恭子　老いとともに生きる
　　　　　　　～寝たきりにならないために～
伊東　直美　障害児（者）の処遇の歴史と教育
二宮　康通　日本の政治・経済と福祉
一尾　朋代　養子制度とその背景
日吉亜希子　死とその影響について
松元　裕子　障害者自身の権利と尊厳
　　　　　　　一東京都羽村市の場合一
後藤あつさ
田村　麻子
狩野　千春
????
???
???
宮原千津子
坂田　久美
　　　1995年度1部生
　　　ハイテクを利用した福祉
　　　骨髄バンクについて
　　　聴覚障害について～コミュニケーショ
　　　　ン方法と職場の人間関係から～
美晴　ダウン症児の早期療育
　愛　養護施設について
幸則　Jリーグが社会を変える！！
　　　　～スポーツと福祉のつながり～
雅美　老年期をどう生きるか
徳子　在宅介護の現状
　　　　～アンケート結果から～
康子　女性について
千晶　　「学童保育」の現状と課題
　　　　一体験と記録より一
　　　日本の宗教について
　　　アレルギーの現状と増加背景
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学生名 研　究　テ マ 学生名 研　究　テ　一　マ
柳　　幸江　詩人とその世界
松原　由佳　上手な話し方
小沼　千春　ピアノについて～手にした楽器を
　　　　　　　より深く知るために～
原澤　千晶　在宅介護について
　　　　　　　～高齢者にとってやさしい家とは～
斎藤　智子　欧州の高齢者福祉事：情
渡辺　真理　地球環境問題
川村　秀久　『共に生きること』
　　　　　　　～今，求められているもの～
佐藤久美子　戦後50年を考える
　　　　　　　～中国残留孤児たちの戦後～
永石　淳子　尊厳死運動について
針塚　重星　障害者の自立
　　　　　　　～身体障害者における自立生活～
前田美由紀　スポーツについて
　　　　　　1995年度∬部生
佐藤　亮ニ　ハワイの人々と共に生きる
　　　　　　　～オアフ島の場合～
小熊　吉昭　高齢者の雇用問題
落合真理子　　「AIDS」について
小林　隆剛　痴呆性老人の
　　　　　　　グループホームケアについて
阿部　達也　　“東洲斎写楽”の謎に迫る
原田　康宏　遺伝子とDNAと共に生きる
小川真由美　アメリカにおけるホームレスについて
桑原やよい　ダイエット
笠井　英嗣　恋愛と結婚とのちがいについて
　　　　　　　～法律面と心理面を中心に～
杉山　浩由　世界の宗教と文化
　　　　　　　～古代アメリカの文明～
小宅　：友美　白血病について
世川　良工　地名とその歴史
　　　　　　　～熊谷市内の地名のルーツを探る～
佐藤　春香　ホスピスケアについて
　　　　　　　～ホスピスの歴史と現状～
田中　賢美　教育における諸外国の分析
　　　　　　　～学校教育の現状～
友谷和加奈　アレルギーと共に生きる
　　　　　　　～ぜんそくとは～
小笠原美絵　殺人者の心理と環境
　　　　　　　～快楽殺人者について～
松林　一男　世界に点在する格闘技
　　　　　　　～我，愛する日本～
????
宇都宮正彦
小暮みゆき
中野　達也
小清水　恵
高島紗和子
三森　千恵
???
島田加代子
塚田
????
堤崎　正代
齋藤　　愛
　　　1996年度正部生
晶子　学校教育における福祉教育
尚子　人間関係について
　彩　高齢社会と在宅福祉
　　　　～在宅ケアシステムの構造～
　　　がん告知について～余命の課題～
　　　オランダにおける安楽死の実状
　　　　～安楽死を生んだ風土と気質～
　　　ガンについて～ガンとはなにか～
　　共生～目に見えない大切なもの～
　　　いじめについて
　　　結婚・離婚に対する意識の変化
　　　　～未婚老の場合～
喜代　肥満について
悦子　なぜ学校へ行くのか
　　　　～不登校について～
　　　高齢社会を支える社会保障体制
　　　　～社会保障制度の再構築～
　竜　福祉のあり方
　　　　～障害者・高齢者と共に生きる～
　恵　現代の福祉問題～地球とのつながり～
智一　地球温暖化問題
幸子　アトピー性皮膚炎
　　　　～その結果として生じる不利益～
　　　障害者の就労
　　あなたの名前は何ですか～夫婦別性～
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表一2　基礎ゼミにおけるゼミ論の研究テーマー覧
　　（山ロゼミ論文集の印刷物がある年度分）
学生名 研　究　テ　一　マ 学生名 研　究　テ マ
　　　　　　1991年度1部生
山中佳代子　身体障害者の日常生活について
・長谷川芳美
・岩崎寿美子
佐々木友里江　進む高齢化社会における
　　　　　　　　　老人ホームの実態
正能　幸栄　老人施設と地域交流
新藤まり子　老人問題の現状と実態
植竹　和美　高齢化を迎えるにあたって
高荷　紀子　社会福祉従事者として
仲村　南美　ボケとは何か
中村久美子　重症心身障児の施設分布と疾患につい
　　　　　　て
志田　番士　ボランティア
矢野　香苗　神奈川県の福祉政策と活動
　　　　　　　（相模原市中心）
大高　祐子　私と社会福祉一主に障害者について一
清水　京子　カウンセリングについて
田上　理恵　　「障害老」について
米倉　和代　家族の変容と非行
田中　春美　在宅福祉を考える
中尾　崇子　精神的に満たされた老後を送る為には
有賀　七海　スウェーデンにおける老人福祉
藤本みづき　障害者の外出と交通
佐藤ゆう子　社会福祉の発展
伊藤　晃子　地域福祉サービスの機関・団体
久瀬　友絵　社会事業の組織
山田かほり　老人福祉施設のあり方～老人マンショ
　　　　　　　ンと老人ホームを見学して～
吉田　美穂　福祉のまちづくり
村尾　明子　精神薄弱児・者の実態
中村　恵子　精薄施設と地域
柏　　洋子　地域と施設の結びつきについて
鈴木奈美架
遠藤　三穂
松下　真子
斎藤　葉月
若林　美輪
須田奈保子
中屋　麻美
伊藤　祐子
宮前　貴恵
塚田　恵子
浅香　由貴
田村　るみ
後藤　越美
横山　雅子
高橋　裕子
清水　　愛
長谷部陽子
　～特別養護老人ホーム～
施設について
　～有料老人ホームの場合～
カウンセリングについて
老人ホームの実態
老人福祉施設～特別養護老人ホーム～
心の病と老人ぼけ
社会福祉と機器
老後を支える年金
高齢者と悲劇の現状
　～老人と死への誘い～
寝たきり老人はつくられている
子どもの発達と福祉教育
高齢者問題について
高齢者の住よい家づくり
老人福祉・在宅福祉サービス
日本の福祉充実の立ち遅れと福祉教育
障害をもつ子供達について考える
　～脳障害児の場合～
日本と福祉先進国の寝たきり老人
家族と離れて暮らす老人とその生活
小林美代子
福島　恵美
松島　千晴
北山　綾子
島野　由香
伊得麻衣子
・高橋栄子
鈴木佐智子
1992年度1部生
老人の精神障害～痴呆～
施設の現状と問題点
障害を持つ人々の生活
身体障害者の実態とリハビリテーショ
　ン
日本と諸外国の高齢化
福祉に対する住民の関心
　～都幾川村・朝霞市の場合～
老人と老人を支える福祉施設
　　　　　　1993年度1部生
小林久恵・　視覚障害者からみた社会
　柳美智子
浦野　嘉美　聴覚障害～社会との窓一手話一～
中村　章一　高齢化と家族問題
岩崎　優子　障害の種類と障害児の訓練
志田　　彰　特別養護老人ホームについて
　　　　　　　～くすのきの郷の場合～
島崎　清美　福祉に対する行政の取り組み
澤村　晴香　地域に根ざした在宅福祉一埼玉県
　　　　　　　上尾市の地域社会と在宅福祉一
倉持早苗・　高齢者のための住宅設計
高橋登志枝
齋藤　一・　老人の生活を守る
　二宮康通
須之内美香　養護と養護施設について
藤田恵美子　世界の老後と政策
荒井美智子　老人の抱える問題～痴呆について～
山本みゆき　老人の住みやすい環境について
　　　　　　　～高齢者をとりまく環境～
反町　晴枝　老人福祉施設と老後の対応
　　　　　　　～埼玉県の場合～
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二一2（続き）
学生名 研　究　テ マ 学生名 研　究　テ マ
大森　賢一　日本における社会福祉施設の歴史
小松　峰子　児童福祉における児童養護の在り方
佐藤由里子　障害児と学校教育
小田　恭子　幸せな老後を迎えるために
寺田　康子　青少年の非行について
　　　　　　　～児童福祉の必要性～
晴智　秀典　平均寿命の延びと高齢者の意識
　　　　　　　～群馬県での調査を通して～
鹿島彩子・　生涯住宅を考える
　石川裕子
山口　聡美　高齢者の住みやすい環境について
　　　　　　　～高齢者の暮らし方～
日吉亜希子　犯罪における児童福祉の必要性
松元　裕子　ノーマライゼーションとレスパイトケ
　　　　　　　ア
　　　　　　　一東京都羽村市の場合一
佐々木　圓　高齢者の住みよい環境づくり
　　　　　　　～高齢者住居とサービス事業につい
　　　　　　　　て～
渡邊ますみ
田村　智美
島田　美樹
障害者の自立生活～障害者を取り巻く
　バリアフリー環境～
高齢者と福祉施設
人々の偏見から生まれる差別問題
　　　　　　1994年度H部下
佐藤　亮ニ　アメリカの福祉施設
　　　　　　　～ロサンゼルス＆ハワイ～
前田美由紀　有料老人ホームについて
小熊　吉昭　難病・障害者と私
落合真理子　有料老人ホームについて
小林　隆剛　高齢化社会の到来と雇用問題
阿部　達也　地域福祉サービスと提供者
小川真由美　痴呆性老人問題
宮本友里子　障害者の介助制度
松渕八恵子　ろう教育と手話について
　　　　　　　～始まりから～
桑原やよい　身体障害者スポーツ
小林　久恵　心の病を地域で支える
杉山　浩由　福祉施設について
　　　　　　　～地域社会コンフリクト～
小宅　友美　在宅高齢者の援助
塚越　恵利　視覚障害者と盲導犬の普及
世川　裕剛　高齢化社会への対応
　　　　　　　一高齢者の雇用について一
勝山　恭子　障害（者）と施設について
　　　　　　　～障害者の現状～
田中　賢美　有料老人ホームを取り巻く社会福祉
　　　　　　1995年度1部門
糸井　久恵　特別養護老人ホームと有料老人ホーム
田中小百合　高齢化社会と老人ホームの現状
平野　貴子　老人保健施設
高野亜希子　乳児院・養護施設について
井上　直子　老人のレクリエーション
高内ルミ子　特別養護老人ホーム
小川　雅代　障害者について
荒田　優子　ホームヘルプサービスの現状について
　　　　　　　～富山県入善街の場合～
江崎　裕子　カウンセリングについて
嵯峨　晃子　老人福祉施設について
　　　　　　　～養護老人ホーム～
川路麻理子　精神薄弱者施設と問題点について
渡邊　和美　医療福祉について～医療ソーシャル
　　　　　　　ワーカー（MSW）の重要性～
小野田友美　児童福祉と児童養護問題について
土屋麻記子　児童文学について
高島紗和子　医療ソーシャルワーク
中野麻衣子　リハビリテーションについて
三森　千恵　精神薄弱者（知的障害者）の援助
　　　　　　　～生活と結婚～
山村美貴子　痴呆の現状とその対応
枝元麻千子　障害者の心理について
　　　　　　　～中途障害者の場合～
湊　真由美　老人福祉の課題と対応～ゴールドプラ
　　　　　　　ンに基づく対策の充実～
小林真希子　福祉社会を築くために
社本　喜代　忘れるな　阪神大震災
江尻　直子　ボランティア活動について
小山　志乃　在宅福祉サービスについて
神坂　昌江　老人福祉について
嶋田満理子　都市と農村の福祉問題
高谷　悦子　障害者をめぐる今日的問題状況
　　　　　　　～栃木県鹿沼市の場合～
高田　優子　世界の福祉政策
　　　　　　　一障害者・老人福祉の国際比較一
堤崎　正代　精神薄弱者をとりまく社会の現状
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